











In vivo activation of Langerhans cells and dendritic epidermal T 




















































性化はハプテン依存性で， IFN-1. TNF-a， IL-1s.などのサイトカインが関与しないこと，後期の活
性化は細胞浸潤にともなうサイトカイン産生に関連して生じたことが示唆された。接触過敏反応において
LCとDRTHの両者が二峰性周期的に情性化することを示唆した本研究は.アレルギー性炎症の病態解明にと
って重要であると考えられる。よって，ぶ研究者は博士〈医学)の学位を授与されるに値するものと判定
された。
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